






要約:昭和 62 年 1 月 1 日より 12 月 31日までの 1年間に神奈川県立こども医療センターで

取扱った新生児外科手術症例30例31疾患のうち,出生前超音波検査により異常が認められ

たものは 7 例(23.3%)であり,新生児外科疾患と診断されたものは 5 例(正診率 71%)であっ

た。これら 7例は手術後,全例生存しているが,出生前に後腹膜奇形腫を疑われながら出生

時すでに腫瘍破裂をきたし重篤な状態に陥った症例を提示し,出生前診断例の取り扱いに

ついて若干考察した。 


